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Ⅰ 学生総合支援機構
令和 5年度　学生総合支援機構　組織図

修学支援センター
・センター長 冨樫　健二
・副センター長 長屋　祐一

・奨学金及び入学料・授業料の免除等
の経済的支援
・学生寄宿舎の管理
・学生保険（学研災・学研賠等）

・キャリア教育
・就職活動支援
・インターンシップ
・地域人材育成教育の推進
・三重創生ファンタジスタ育成

キャリアセンター
・センター長 冨樫　健二
・副センター長 長屋　祐一
・担当教員 長岡　みか
 田中　亜紀子
 大日方　真史
 西村　　顕
 勝崎　裕隆
 日下　清佳

・課外活動及びボランティア活動支援
・課外活動施設の管理
・学生厚生施設の管理

学生活動センター
・センター長 冨樫　健二
・副センター長 鈴木　英一郎
・担当教員 風間　惇希
 上井　長十
 森　　浩平
 川口　　淳

・学生の個人的諸問題の相談
及び助言・指導
・助言等に必要な事例の調査・研究
・各学部等との連携・調整
・ハラスメント対策委員会との連携・調整

学生相談センター
・センター長 長屋　祐一
・副センター長 鈴木　英一郎
・担当教員 福録　恵子
 宮﨑　多恵子

・合理的配慮に係る助言及び調整
・障害のある学生の相談及び学修支援
・障害のある学生の関係部局等との
連絡・調整
・支援学生の養成
・障害のある学生支援に係る調査・研究

障害学生支援センター
・センター長 長屋　祐一
・副センター長 風間　惇希
・担当教員 小谷　泰一

学務部
　学生支援チーム
・学生委員会及び学生総合支援機構運営会議の事務
・修学支援センターに関する事務
・学生活動センターに関する事務
・学生相談センターに関する事務
・障害学生支援センターに関する事務

　キャリア支援チーム
・キャリアセンターに関する事務

学生総合支援機構運営会議学生委員会

（
教
育
（
学
生
支
援
）
担
当
副
学
長
）

副
機
構
長     

冨
樫
　
健
二

（
教
育
担
当
理
事
）

機
構
長     

鶴
原
　
清
志
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令和 5年度　学生総合支援機構運営会議　委員名簿

氏　　名 備　　考

委員

学生総合支援機構長 鶴原　清志 議長
教育担当理事

学生総合支援機構副機構長
修学支援センター長
キャリアセンター長
学生活動センター長
学生相談センター長

冨樫　健二 教育（学生支援）担当副学長

障害学生支援センター長
修学支援センター副センター長
キャリアセンター副センター長

長屋　祐一 学生総合支援担当学長補佐

学生活動センター副センター長
学生相談センター副センター長 鈴木　英一郎

障害学生支援センター副センター長
学生活動センター 風間　惇希

キャリアセンター 長岡　みか

キャリアセンター 田中　亜紀子 人文学部

キャリアセンター 大日方　真史 教育学部

キャリアセンター 西村　顕 工学部

キャリアセンター 勝崎　裕隆 生物資源学部

学生活動センター 上井　長十 人文学部

学生活動センター 森　浩平 教育学部

学生活動センター 川口　淳 工学部

学生相談センター 福録　恵子 医学部

学生相談センター 宮﨑　多恵子 生物資源学部

障害学生支援センター 小谷　泰一 医学部

学務部長 森本　修一

陪席

学生支援課長 大幡　奈津

学生支援チーム副課長 伊藤　仁江

キャリア支援課長 松原　行志
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令和 5年度　学生委員会　委員名簿

氏　　名 備　　考

委員

学生総合支援機構長 鶴原　清志 議長
教育担当理事

学生総合支援機構副機構長
修学支援センター長
キャリアセンター長
学生活動センター長

冨樫　健二 教育（学生支援）担当副学長

人文学部副学部長 豊福　裕二

教育学部副学部長 宮岡　邦任

医学系研究科副研究科長 成田　正明

工学研究科副研究科長 池浦　良淳

生物資源学研究科副研究科長 神原　淳

地域イノベーション学研究科副研究科長 青木　雅生

学生相談センター長
障害学生支援センター長
修学支援センター副センター長
キャリアセンター副センター長

長屋　祐一 学生総合支援担当学長補佐

学生活動センター副センター長
学生相談センター副センター長 鈴木　英一郎

保健管理センター所長 小林　由直 保健管理担当学長補佐

国際交流センター長 金子　聡

人文学部学生支援委員会委員長 古瀬　啓之

教育学部選出委員 瀬戸　美奈子

医学部学生委員会委員長 小谷　泰一

工学部学生委員会委員長 高木　一義

生物資源学部学生委員会委員長 名田　和義

学務部長 森本　修一

陪席

学生支援課長 大幡　奈津

学生支援チーム副課長 伊藤　仁江

キャリア支援課長 松原　行志
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Ⅱ 修学支援センター
令和 5年度　活動報告

1 家計急変世帯への緊急支援措置制度による授業料免除の実施

新型コロナウイルス感染症による影響で、家計が急変し授業料の納付が困難となった世帯の学生に対して、
緊急支援措置として、令和 5年度の授業料免除支援を実施した。前期は全額免除者 2名、半額免除者 1名、後
期は全額免除者 1名であった。

2 学業成績等優秀学生の授業料免除制度について

令和4年度より制定された「三重大学学業成績等優秀学生の授業料免除制度に関する規程」について、各研究
科の修士課程・博士前期課程・専門職学位課程に在籍する学業成績等が優秀な学生に対し、授業料免除を行った。

3 家計急変による給付奨学金及び貸与奨学金（日本学生支援機構）への対応

家計急変の事由が生じた学生に対し、年間を通じて相談受付及び申請受付を行った。
令和 5年度は、家計急変採用（給付型奨学金）及び緊急・応急採用（貸与型奨学金）について 3名からの申
請があり、うち 2名が採用された。

4 三重大学入学特別奨学金制度について

三重大学入学料免除及び徴収猶予取扱規程に基づく入学料免除を申請した者のうち、入学料免除の選考基準
相応の免除を受けることができなかった学生を対象に、「三重大学修学支援事業基金」から一人当たり 5万円
を支給する事業を実施した。
令和 5年度については、前年度と同人数の 15名に支援を実施した。

5 英語能力試験にかかる支援費補助事業について

経済的に修学困難な学生に対し、英語能力試験（TOEIC）を受験した場合に支援費及び教材費として「三重
大学修学支援事業基金」から一人あたり 1万円を支給する事業を新たに開始した。
令和 5年度は、2回の募集期間を設け、合計 132名からの申請があり、支援対象となる 116名に支援費を
支給した。

6 三重大学生浦マリ子奨学金について

日本学生支援機構給付奨学金を利用していない学生を対象とし、「三重大学振興基金」から 1人当たり年額
30万円を支給する本学独自の給付型奨学金「三重大学生浦マリ子奨学金」を設立した。令和 5年度は基本枠
として 3名の学生を採用した。
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7 学生寄宿舎の改善及び備品

男子学生寄宿舎　　　　　補食室の清掃　8室　352千円
　　　　　　　　　　　　ベッドのマットレスの取替　20枚　399千円
　　　　　　　　　　　　電子レンジの取替　8台　353千円
　　　　　　　　　　　　オーブントースターの取替　8台　57千円
　　　　　　　　　　　　3・4階便所大便器用低圧フラッシュバルブ改修工事　294千円
　　　　　　　　　　　　乾燥機の取替　4台　317千円

女子学生寄宿舎　　　　　ベッドのマットレスの取替　20枚　399千円
　　　　　　　　　　　　センサーライトの交換及び共同棟のカーテンレールの修繕　75千円
　　　　　　　　　　　　下駄箱の購入及び既存の下駄箱の棚の増設　130千円
　　　　　　　　　　　　オーブントースターの取替　6台　42千円
　　　　　　　　　　　　傘立ての取替　80千円
　　　　　　　　　　　　階段踊り場網戸取換工事　62千円

国際女子学生寄宿舎　　　ベッドのマットレスの取替　20枚　399千円
　　　　　　　　　　　　オーブントースターの取替　4台　28千円
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三重大学　奨学生数

令和 6年 3月現在

区分

学部等
在学生数

日本学生支援機構
地方公共団体
民間育英団体

入学特別
奨学金 合計

在学生に
対する
百分率給付 第一種

（無利子）
第二種
（有利子） 計

学部

人 文 学 部 1,101 107 144 112 363 3 366 33.2%

教 育 学 部 823 77 120 81 278 13 291 35.4%

医 学 部 1,084 71 94 106 271 330 601 55.4%

工 学 部 1,759 150 224 177 551 16 567 32.2%

生 物 資 源 学 部 1,117 96 144 110 350 10 360 32.2%

大学院

人文社会科学研究科 30 1 0 1 0 0 1 3.3%

教育学研究科
修士 2 0 0 0 0 0 0 0.0%

専門 40 5 1 6 1 2 9 22.5%

医学系研究科

修士 14 0 0 0 0 0 0 0.0%

前期 25 1 0 1 1 0 2 8.0%

後期 19 1 1 2 1 0 3 15.8%

博士 203 1 1 2 0 0 2 1.0%

工学研究科
前期 493 159 7 166 3 6 175 35.5%

後期 49 4 0 4 0 0 4 8.2%

生物資源学
研 究 科

前期 219 61 5 66 7 6 79 36.1%

後期 45 0 1 1 0 0 1 2.2%

地域イノベーション学
研 究 科

前期 42 7 0 7 0 1 8 19.0%

後期 36 2 0 2 0 0 2 5.6%

計 7,101 501 968 602 2,071 385 15 2,471 34.8%

⬆
在学生数
R5.5.1 現在
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2023 年度　外国人留学生数（学部・研究科等別）

11 月１日現在

学部 修士 博士
計

正規 非正規 正規 非正規 正規 非正規

人 文 学 部 ・
人文社会科学研究科 10 （3） 39（22） 9 （1） 4 （3） 62（29）

教 育 学 部 ・
教 育 学 研 究 科 0 （0） 6 （4） 1 （1） 0 （0） 7 （5）

医 学 部 ・
医 学 系 研 究 科 0 （0） 0 （0） 0 （0） 1 （1） 17 （9） 1 （1） 19（11）

工学部・工学研究科 20 （4） 7 （1） 8 （4） 3 （2） 27（10） 0 （0） 65（21）

生 物 資 源 学 部・
生物資源学研究科 2 （1） 5 （4） 15 （5） 1 （0） 23 （8） 0 （0） 46（18）

地域イノベーション学
研 究 科 4 （4） 4 （2） 5 （3） 0 （0） 13 （9）

国際交流センター 40（31） 0 （0） 0 （0） 40（31）

計 32 （8） 97（62） 37（15） 13 （8） 72（30） 1 （1） 252 （124）

（　）は、内数で女子を示す。
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2023 年度　国籍別外国人留学生数調

総数（女子）

28ヶ国・地域 252（124）
11月１日現在

地　域　・　国　名
【　学　部　】 【　大　学　院　】 【国際交流

センター】 計
正規生 非正規生 正規生 非正規生 非正規生

ア ジ ア

中　国 9（3） 28（15） 44（20） 9（7） 27（22） 117（67）
インドネシア 1（1） 16（5） 1（0） 18（6）
ベトナム 9（0） 3（1） 6（6） 18（7）
韓　国 12（4） 5（4） 1（1） 18（9）
マレーシア 1（0） 6（1） 7（6） 14（7）
台　湾 5（2） 1（0） 1（1） 3（1） 10（4）
タ　イ 5（3） 1（1） 6（4）
フィリピン 5（3） 5（3）
バングラデシュ 1（1） 4（1） 2（1） 7（3）
ミャンマー 1（1） 1（1）
カンボジア 1（1） 1（1）
スリランカ 1（0） 1（0）

アフリカ

ガーナ 5（1） 5（1）
ザンビア 4（1） 4（1）
エジプト 2（1） 2（1）
アルジェリア 2（0） 2（0）
ベナン共和国 1（0） 1（0）
ケニア 1（1） 1（1）
モザンビーク 1（0） 1（0）
タンザニア 1（0） 1（0）

ヨーロッパ

ドイツ 5（4） 1（0） 1（0） 7（4）
フランス 4（3） 1（0） 5（3）
スウェーデン 2（0） 2（0）
クロアチア 1（1） 1（1）
ブルガリア 1（0） 1（0）

中 東 シリア 1（0） 1（0）
中 南 米 メキシコ 1（0） 1（0）
オセアニア ソロモン諸島 1（0） 1（0）

合　　　　　　計
32（8） 57（31） 109（45） 14（9） 40（31）

252（124）
89（39） 123（54） 40（31）

（　）は、内数で女子を示す。

正規生 非正規生
141（53） 111（71）
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令和５年度　入学料免除者数 (学部・研究科別）

●入学料免除
学部・研究科名 申請者数 全額免除 2/3 免除 半額免除 1/3 免除

人文 学部 30 11 4 － 2
修士 4 0 － 0 －

教育 学部 22 11 2 － 3
専門職学位 4 0 － 3 －

医学
学部 24 9 1 － 1
修士・博士前期 1 0 － 1 －
博士・博士後期 1 0 － 0 －

工学
学部 49 13 12 － 6
博士前期 39 0 － 16 －
博士後期 0 0 － 0 －

生物資源
学部 29 11 5 － 2
博士前期 28 0 － 12 －
博士後期 2 0 － 2 －

地域イノベ 博士前期 1 0 － 1 －
博士後期 0 0 － 0 －

合　　　計 234 55 24 35 14

●令和５年度入学料免除者数
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人文
修士 学部

教育
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学部 博士前期
工学

博士後期 学部 博士前期
生物資源

博士後期 博士前期 博士後期
地域イノベ

全額免除

申請者数

2/3免除

半額免除

1/3免除

博士・
博士後期

●過去５年間の三重大学における入学料免除者数（令和元年度～令和５年度）
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令和５年度　授業料免除者数 (学部・研究科別）

●授業料免除

学部・研究科名 申請者数 全額免除 2/3 免除 半額免除 1/3 免除 免除者計
前期 後期 合計 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

人文 学部 122 117 239 68 63 20 26 1 0 9 9 98 98
修士 10 11 21 7 7 - - 3 3 - - 10 10

教育 学部 83 81 164 45 43 16 19 0 0 9 7 70 69
修士・専門職 6 6 12 5 5 - - 1 1 - - 6 6

医学
学部 88 84 172 51 53 13 13 2 2 8 6 74 74
修士・博士前期 4 4 8 3 3 - - 0 0 - - 3 3
博士・博士後期 13 9 22 1 0 - - 10 8 - - 11 8

工学
学部 171 169 340 59 72 49 36 0 0 23 23 131 131
博士前期 89 93 182 41 44 - - 23 25 - - 64 69
博士後期 4 3 7 2 1 - - 1 1 - - 3 2

生物資源
学部 109 101 210 47 44 26 29 0 0 13 11 86 84
博士前期 58 57 115 34 33 - - 7 8 - - 41 41
博士後期 11 10 21 6 5 - - 3 2 - - 9 7

地域イノベ 博士前期 8 6 14 4 3 - - 2 2 - - 6 5
博士後期 3 2 5 3 2 - - 0 0 - - 3 2

合　　計 779 753 1,532 376 378 124 123 53 52 62 56 615 609

●令和５年度授業料免除者数
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令和５年度　学生寄宿舎入寮許可状況

●男子学生寄宿舎
定員：109名 募集人数 申請者数 許可者数 備考

前期試験合格者対象 （注１） 51 16 16

後期試験合格者対象 （注２） 35 4 4 1 名辞退

●女子学生寄宿舎
定員：60名 募集人数 申請者数 許可者数 備考

前期試験合格者対象 （注１） 30 29 29

後期試験合格者対象 （注２） 4 5 4
（注１）　AO推薦入学試験合格者及び編入学試験合格者を含む
（注２）　編入学試験合格者を含む

●国際女子学生寄宿舎
定員：日本人学生50名 留学生25名 募集人数 申請者数 許可者数 備考

日本人学生（2年生転寮） 15 15 15

留学生 25 1 1

●留学生会館
定員：35室 募集人数 申請者数 許可者数 備考

単身室（30人）
前期 13 10 10

後期 15 11 11

夫婦室（5室）
前期 2 2 2

後期 0 0 0

●留学生寄宿舎A棟
定員：34名 募集人数 申請者数 許可者数 備考

単身室（34人）
前期 31 31 31

後期 15 11 11

●留学生寄宿舎B棟
定員：35名 募集人数 申請者数 許可者数 備考

単身室（35人）
前期 34 23 23

後期 18 12 12

●留学生寄宿舎Ｃ・Ｄ棟
定員：85名 募集人数 申請者数 許可者数 備考

単身室（29人）※
前期 25 23 23

後期 17 14 14

４人部屋（56人）
前期 40 28 28

後期 37 18 18
※Ｃ棟の留学生用単身室は 9部屋。C棟には他に研究者用単身室が 6部屋ある。
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令和５年度　学生保険の加入について

●学生教育研究災害傷害保険・学生教育研究賠償責任保険 令和５年度

学部・研究科 入学者数 加入者数 加入率
人 文 学 部 253 191 75.5%
教 育 学 部 205 134 65.4%
医 学 部 205 202 98.5%
工 学 部 412 363 88.1%
生 物 資 源 学 部 273 190 69.6%

学部計 1,348 1,080 80.1%
人 文 社 会 科 学 研 究 科 11 5 45.5%
教 育 学 研 究 科 19 14 73.7%

医 学 系 研 究 科

生命医科学専攻（博士課程） 36 16 44.4%
看護学専攻（博士後期課程） 2 0 0.0%
看護学専攻（博士前期課程） 4 4 100.0%
医科学専攻（修士課程） 7 4 57.1%

工 学 研 究 科
（ 博 士 後 期 課 程 ） 16 13 81.3%
（ 博 士 前 期 課 程 ） 236 170 72.0%

生 物 資 源 学 研 究 科
（ 博 士 後 期 課 程 ） 15 10 66.7%
（ 博 士 前 期 課 程 ） 110 70 63.6%

地域イノベーション学研究科
（ 博 士 後 期 課 程 ） 6 6 100.0%
（ 博 士 前 期 課 程 ） 16 14 87.5%

大学院計 478 326 68.2%
合計 1,826 1,406 77.0%

●学研災付帯学生生活総合保険 令和 5年度

学部・研究科 入学者数 加入者数 加入率
人 文 学 部 253 4 1.6%
教 育 学 部 205 2 1.0%
医 学 部 205 10 4.9%
工 学 部 412 11 2.7%
生 物 資 源 学 部 273 7 2.6%

学部計 1,348 34 2.5%
人 文 社 会 科 学 研 究 科 11 0 0.0%
教 育 学 研 究 科 19 0 0.0%

医 学 系 研 究 科

生命医科学専攻（博士課程） 36 0 0.0%
看護学専攻（博士後期課程） 2 0 0.0%
看護学専攻（博士前期課程） 4 0 0.0%
医科学専攻（修士課程） 7 0 0.0%

工 学 研 究 科
（ 博 士 後 期 課 程 ） 16 1 6.3%
（ 博 士 前 期 課 程 ） 236 10 4.2%

生 物 資 源 学 研 究 科
（ 博 士 後 期 課 程 ） 15 0 0.0%
（ 博 士 前 期 課 程 ） 110 1 0.9%

地域イノベーション学研究科
（ 博 士 後 期 課 程 ） 6 0 0.0%
（ 博 士 前 期 課 程 ） 16 0 0.0%

大学院計 478 12 2.5%
合計 1,826 46 2.5%
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●大学生協の学生総合共済 令和５年度

学部・研究科 入学者数 加入者数 加入率
人 文 学 部 253 190 75.1%
教 育 学 部 205 151 73.7%
医 学 部 205 154 75.1%
工 学 部 412 321 77.9%
生 物 資 源 学 部 273 211 77.3%

学部計 1,348 1,027 76.2%
人 文 社 会 科 学 研 究 科 11 2 18.2%
教 育 学 研 究 科 19 8 42.1%

医 学 系 研 究 科

生命医科学専攻（博士課程） 36 0 0.0%
看護学専攻（博士後期課程） 2 0 0.0%
看護学専攻（博士前期課程） 4 0 0.0%
医科学専攻（修士課程） 7 3 42.9%

工 学 研 究 科
（ 博 士 後 期 課 程 ） 16 2 12.5%
（ 博 士 前 期 課 程 ） 236 171 72.5%

生 物 資 源 学 研 究 科
（ 博 士 後 期 課 程 ） 15 2 13.3%
（ 博 士 前 期 課 程 ） 110 75 68.2%

地域イノベーション学研究科
（ 博 士 後 期 課 程 ） 6 0 0.0%
（ 博 士 前 期 課 程 ） 16 11 68.8%

大学院計 478 274 57.3%
合計 1,826 1,301 71.2%

●学研災・学研賠又は大学生協保険の加入者について 令和５年度

学部・研究科 入学者数 加入者数 加入率
人 文 学 部 253 243 96.0%
教 育 学 部 205 205 100.0%
医 学 部 205 204 99.5%
工 学 部 412 403 97.8%
生 物 資 源 学 部 273 270 98.9%

学部計 1,348 1,325 98.3%
人 文 社 会 科 学 研 究 科 11 7 63.6%
教 育 学 研 究 科 19 19 100.0%

医 学 系 研 究 科

生命医科学専攻（博士課程） 36 16 44.4%
看護学専攻（博士後期課程） 2 0 0.0%
看護学専攻（博士前期課程） 4 4 100.0%
医科学専攻（修士課程） 7 5 71.4%

工 学 研 究 科
（ 博 士 後 期 課 程 ） 16 13 81.3%
（ 博 士 前 期 課 程 ） 236 211 89.4%

生 物 資 源 学 研 究 科
（ 博 士 後 期 課 程 ） 15 12 80.0%
（ 博 士 前 期 課 程 ） 110 105 95.5%

地域イノベーション学研究科
（ 博 士 後 期 課 程 ） 6 6 100.0%
（ 博 士 前 期 課 程 ） 16 16 100.0%

大学院計 478 414 86.6%
合計 1,826 1,739 95.2%
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Ⅲ キャリアセンター
令和 5年度　活動報告

1 キャリア教育科目について

キャリア教育領域

科目群 授業科目・単位
（分野
H26年度
以前入学
者対象）

授業テーマ 担当教員
授業時限 履修者数

前期 後期 前期 後期

キャリア
教育基礎

キャリア教育入門 2単位 社会 キャリア形成 各学部開催 ― 435

インターンシップ入門 2単位
社会 インターンシップ 長岡　みか 火5・6 ― 76 ―

社会 インターンシップ 長岡　みか ― 火5・6 ― 78

学生支援

ピアサポート実践 2単位
社会 ピアサポート実践 鈴木　英一郎 他 金9・10 ― 11 ―

社会 ピアサポート実践 風間　惇希 他 ― 金9・10 ― 15

学生生活支援実践 2単位 社会 学生生活支援実践 鈴木　英一郎 ― 金7・8 ― ―

学習支援実践 2単位 社会 学習支援の企画と実践 風間　惇希 水9・10 ― 7 ―

就業力
育成 ビジネスキャリア入門 2単位

社会 ビジネスキャリア 小室　銘子 水9･10 ― 14 ―

社会 ビジネスキャリア 日下　清佳 ― 木7・8 ― 29

キャリア教育関連教養統合科目
地域理解・日本理解領域

科目群 授業科目・単位
（分野
H26年度
以前入学
者対象）

授業テーマ 担当教員
授業時限 履修者数

前期 後期 前期 後期

日本理解
特殊講義 日本理解特殊講義 2単位

社会 起業マインドの醸成 八神　寿徳 他 ― 金3・4 ― 4

社会 地域の仕事を知る 西村　訓弘 他 月7・8 ― 118 ―

国際理解・現代社会理解領域

科目群 授業科目・単位
（分野
H26年度
以前入学
者対象）

授業テーマ 担当教員
授業時限 履修者数

前期 後期 前期 後期

心理学 こころのサポート 2単位

社会 こころのサポート 望木　郁代 木3・4 ― 55 ―

社会 こころのサポート 風間　惇希 水5・6 ― 151 ―

社会 こころのサポート 望木　郁代 ― 木3・4 ― 39

社会 こころのサポート 鈴木　英一郎 ― 木9・10 ― 50
国際理解
実践 国際理解実践 2単位 社会 留学生支援実践 風間　惇希 ― 水9・10 ― 5
現代社会
理解実践 現代社会理解実践 2単位 社会 障害学生支援実践 風間　惇希 他 ― 火3・4 ― 35
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2 インターンシップ

令和５年度インターンシップ参加者数（所属学部・研究科別／学年別）
【延べ数】

所属 学部生 大学院生 合計1年 2年 3年 4年 小計 修士 博士 小計

人文学部 2 60 228 3 293 0 293

教育学部 5 7 12 0 12

医学部 0 0 0

工学部 1 117 24 142 44 1 45 187

生物資源学部 5 54 118 5 182 15 15 197

地域イノベーション学研究科 - - - - 0 9 9 9

合計 12 115 470 32 629 68 1 69 698

■ 企業等受入数（実数）　261 機関
■ 事前研修会　504 名
■ 事後研修会　429 名
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3 就職活動支援

（1）就職ガイダンス
・令和 5年 4月～令和 6年 3月　28回実施
・参加数　延べ 7,529 人（2024.3.31）

NO. 日程 曜日 時間帯 開催場所 ガイダンス概要 参加者数 講師

1
4月14日 金 13：00～15：00

16：20～18：20 三翠ホール
①キャリアセンタースタートアップガイダンス
②就職活動スケジュール・準備について概要 803 キャリアセンター・

マイナビ
4月19日 水 16：20～18：20 WEB

2 4月26日 水 16：20～17：50 WEB 自己分析対策講座（SPI 性格検査） 255 リクナビ

3 4月28日 金 16：20～17：50 WEB 公務員対策講座 156 キャリアセンター

4 5月上旬～ 通年 WEB インターンシップ先の探し方講座 183 キャリアセンター

5 5月上旬～ 通年 WEB インターンシップ履歴書対策講座 485 キャリアセンター

6
5月17日 水

16：20～17：50 WEB インターンシップに向けた業界研究講座
162

マイナビ
5月19日 金 177

7

5月24日 水

16：20～18：00 WEB インターンシップ学内企業説明会
（協定締結企業 15 社程度 ×4日程）

148

キャリアセンター
5月26日 金 150

5月31日 水 114

6月2日 金 117

8 6月7日 水 16：20～17：50 WEB インターンシップ履歴書対策講座 25 キャリアセンター

9 6月14日 水 16：20～17：50 WEB 筆記試験対策講座 100 キャリタス

10 6月21日 水 12：10～13：00 WEB 就職もやもや部屋 14 キャリタス

11 7月5日 水 16：20～17：50 WEB IS の活躍講座 102 マイナビ

12 6月下旬～ 通年 WEB

インターンシップ事前研修会（人文学部）

498 各学部
キャリアセンター

インターンシップ事前研修会（工学部）

インターンシップ事前研修会（生物資源学部）

インターンシップ事前研修会
（教育学部・医学部）

13 10月7日 土 13：00～ 三翠ホール

後期スタートアップガイダンス＋企業・
業界研究
①これまでのガイダンスについて総括、過
去回紹介
②今後の就職活動スケジュール、準備につい
て本学のガイダンス予定を絡めながら紹介
＋OBOG交流セミナー（仮称）（60社）

477
キ ャ リ ア セ ン
ター・マイナビ
or リクナビ

14 10月7日 土
10：00～12：00 三翠ホール等 父母等対象就職活動説明会 420 キャリアセンター

13：30～ 対面 学部別父母等対象説明会 477 各学部
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NO. 日程 曜日 時間帯 開催場所 ガイダンス概要 参加者数 講師

15 10月13日 金 16：20～17：20 WEB
1・2年生向けキャリアガイダンス 「学生
生活の充実が就職活動に与えるよい影響」
（仮称）

91 マイナビ

16

10月24日
11月10日

16：30～18：00 WEB

インターンシップ事後研修会（人文学部）

363 各学部
キャリアセンター

10月30日
11月14日 インターンシップ事後研修会（工学部）

10月23日
11月8日 インターンシップ事後研修会（生物資源学部）

17 10月16日 月 12：30～13：00 WEB 就職もやもや部屋 12 キャリタス

18
10月25日 水

16：20～17：50 WEB エントリーシート対策（自己PR・志望動機）
71

マイナビ
10月27日 金 84

19 11月15日 水 14：40～17：20 WEB 業界研究セミナー（15社）就職支援講座コラボ 186 キャリアセンター

20 11月22日 水 14：40～17：20 WEB 業界研究セミナー（15社）就職支援講座コラボ 198 キャリアセンター

21
12月6日 水

16：20～17：50
イノベホール

就活裏話 ～採用活動のリアルな今～
→MONO+三重大学選定企業」

20
アール・

コンサルティング
12月8日 金 WEB 33

22 12月15日 金 12：30～13：00
16：30～17：00 WEB 就職もやもや部屋 5 キャリタス

23 1月10日 水 16：20～17：50 WEB 面接対策講座 51 マイナビ

24

1月17日 水
16：20～参加官署
PRスピーチ

16：55～ブース形式
4ターム実施
1回目

16：55～17：25
2回目

17：30～18：00

WEB

公務員業務説明会

91

キャリアセンター

1月19日 金 WEB 106

25
1月26日 金 16：20～17：50 WEB

就職活動直近ガイダンス（CC；学内企業説明
会まわりかた講座+企業研究ノウハウ含む）、

68
マイナビ

1月31日 水 16：20～17：50 WEB 82

26 2月14日 16：30～17：50 WEB インターンシップ事後研修会（全学部） 22 各学部
キャリアセンター

27 2月19日～
2月21日 月～水 終日 三翠ホール 学内企業研究会　270社 407 委託業者

28 2月28～
3月1日 水～金 終日 ZOOM 学内企業説明会　168社 314 キャリアセンター
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（2）ミニ講座（少人数制：個人面接・集団面接・グループディスカッション対策）
・令和 5年 4月～令和 6年 3月　12回実施　オンライン・対面
・参加学生数　延べ 61人

実施日 内容 参加数 実施日 内容 参加数

1 4月 7日 個人面接対策（2人オンライン、4人対面） 6 7 12月 20日 個人面接対策（1人オンライン、2人対面） 3

2 4月 26日 個人面接対策（2人オンライン、4人対面） 6 8 1月 24日 個人面接対策（オンライン） 6

3 5月 26日 個人面接対策（2人オンライン、3人対面） 5 9 2月 9日 個人面接対策（2人オンライン、4人対面） 6

4 6月 23日 個人面接対策（2人オンライン、3人対面） 5 10 2月 26日 個人面接対策（オンライン） 6

5 7月 14日 個人面接対策（2人オンライン、4人対面） 6 11 3月 13日 個人面接対策（オンライン） 6

6 7月 21日 個人面接対策（1人オンライン、5人対面） 6 12 3月 27日 個人面接対策（2人オンライン、4人対面） 5

計 66

（3）就職相談
・キャリアカウンセラー就職相談〔就職相談コーナー〕
【月別・相談内容別件数】 その他（送付状・お礼状・E-mail 作成） 延べ数

就職
相談

進路決定
相談

内定・内内
定の相談

履歴書
作成

エントリー
シート作成

志望
動機

自己
PR 面接 自己

分析 その他 合計

4月 41 1 12 2 55 1 2 112 0 0 3 229
5 月 43 1 17 1 44 2 4 101 0 2 2 217
6 月 41 2 13 4 104 0 5 77 0 2 3 251
7 月 40 0 6 1 61 2 3 88 0 0 3 204
8 月 32 3 5 0 24 1 1 44 0 1 2 113
9 月 34 1 1 2 23 3 0 31 0 0 0 95
10 月 39 2 1 1 52 3 1 58 1 2 3 163
11 月 38 2 2 1 89 3 3 50 0 2 1 191
12 月 37 1 2 3 84 3 5 50 0 1 0 186
1 月 29 0 2 2 58 2 3 104 0 0 0 200
2 月 43 0 3 2 59 5 5 93 0 0 0 210
3 月 45 1 6 3 80 3 2 79 2 1 0 222
合計 462 14 70 22 733 28 34 887 3 11 17 2281

4 キャリアピアサポーター

■ 令和 5年度（前期）資格認定者 上級 1 人
 初級 0 人
 CPS 2 人
 SA 3 人

■ 令和 5年度（後期）資格認定者 上級 0 人
 初級 0 人
 CPS 10 人
 SA 0 人

 合計 16 人
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Ⅳ 学生活動センター
令和 5年度　活動報告

1 クラブ・サークル活動関係

毎月クラブ・サークル連絡会を開催し、各種注意喚起、連絡を行った。1月 15 日より新しい課外活動施設と
してクラブハウスをオープンし、クラブ・サークルが活動できるように施設を整えた。3月 13 日の連絡会に合
わせて卓球部（男子・女子）、医学部バドミントン部、医学部空手道部、陸上部（個人）、馬術部（個人）、卓球
部（個人）、ヨット部（個人）、医学部バドミントン部（個人）、医学部空手道部（個人）が輝かしい成績を収め
たことが評価され、三重大学課外教育活動等学生表彰を受けた。

2 課外活動施設の改善及び備品等購入助成

＊テニスコート 人工芝部分張替修繕及び維持管理業務、テニスコートネットポスト
＊グラウンド ラインテープ更新、男子トイレ便器更新、多目的トイレ便器更新
＊プール 濾過機年間点検及び修繕（前期）（後期）
＊第 1体育館 床板部分修繕、ウォータークーラー修理、男子トイレ便器更新
 消防設備修繕、トイレ照明器具取替
＊第 2体育館 アリーナ内コンセント取替修繕、床板部分修繕
＊第 2体育練習場 床板全面張替
＊医学部弓道場 鉄扉修繕
＊クラブハウス グランドピアノ新設、監視カメラ設置
＊永井トレーニングルーム トレーニング機器保守点検、ランニングマシン修理
＊地域共創プラザ AED設置
＊第 2食堂 消防設備修繕、空調設備修繕
＊その他 草刈機修繕、

3 上浜キャンパス自転車登録制の実施

学内外での自転車マナー向上を目指し、上浜キャンパスに乗り入れる学生の自転車に登録シールを貼付する
自転車乗り入れ登録制を引き続き実施した。また、学内における自転車の登録状況の調査を実施した。調査の
結果、R5年度 3月末の自転車登録台総数は、4,436 台であり、前年度より 300 台増加している。

4 交通安全指導等の実施

例年苦情の多い、歩行者・自転車の通学マナーなどの問題について、春季4月25日、27日（午前9時45分～）、
秋季 10月 17 日、19日（午前 9時 45 分～）の 30分間、朝の通学ラッシュ時における地域の安全・安心のため、
交通マナーの向上を図り、交通事故の防止することを目的として、近鉄江戸橋から三重大学正門までの街頭で
学生への交通安全指導を実施した。学生総合支援機構教員、学務部職員、学生ボランティアが、津警察の協力
を得て、横断歩道を渡る学生や、自転車による通学生に交通ルール遵守の注意喚起を行った。
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令和 5年度　クラブ・サークル一覧

●体育系・全学 令和 6年 3月 10日現在

クラブ名 男 女 計 クラブ名 男 女 計
1 陸上競技部 40 20 60 30 スキューバダイビングサークル 52 17 69
2 水泳部 17 12 29 31 天狗ぅ（よさこいサークル） 17 33 50
3 硬式野球部 39 1 40 32 サイクリングサークル 5 0 5
4 準硬式野球部 26 4 30 33 ラインブレイク（釣り・アウトドア） 71 6 77
5 サッカー部 35 2 37 34 NEXT（ダンス） 27 62 89
6 ラクビー部 14 9 23 35 極津（よさこい） 0 21 21
7 アメリカンフットボール部 19 14 33 36 WILL（テニス） 50 32 82
8 馬術部 5 12 17 37 Wild Geese（アウトドア） 34 16 50
9 硬式テニス部 14 7 21 38 日本拳法部 6 0 6
10 ソフトテニス部 28 8 36 39 電気自動車研究会 7 0 7
11 男子ハンドボール部 20 5 25 40 Links　（ソフトテニス） 14 12 26
12 バレーボール部 16 10 26 41 CHASE　（ソフトテニス） 35 17 52
13 バスケットボール部 23 8 31 42 サバイバルゲームサークル 38 1 39
14 バトミントン部 13 2 15 43 ITF テコンドーサークル 24 17 41
15 卓球部 23 13 36 44 競技スキー部 15 15 30
16 ダンス部 12 32 44 45 げつバド 15 7 22
17 剣道部 23 11 34 46 MBC 12 2 14
18 空手道部 5 2 7 47 HOMESTEAL 19 0 19
19 少林寺拳法部 7 12 19 48 蹴る！マッハ（シューマッハ） 97 0 97
20 合気道部 5 3 8 49 三重大学モルックサークル つMöる 6 0 6
21 ワンダーフォーゲル部 4 3 7 50 三重大学学生フォーミュラチーム 14 0 14
22 自動車部 8 0 8 51 自転車競技部 16 2 18
23 弓道部 19 17 36 52 ユニバド 88 51 139
24 ヨット部 9 4 13 53 アーチェリー部 1 4 5
25 端艇部（カッター部） 5 2 7 54 ハイチュウ（バレーボール） 85 48 133
26 トライアスロン部 6 1 7 55 卓球サークル 12 0 12
27 応援団 20 27 47 56新規 健康増進ジョギングサークルTrack 9 0 9
28 ジャグリアーノ（ジャグリングサークル、大道芸） 25 15 40 57新規 BREAK（ギネス記録） 4 5 9
29 ロボコンクラブM3RC 13 1 14 合計（体育系・全学）　58 1266 625 1891

●体育系・医学部
クラブ名 男 女 計 クラブ名 男 女 計

1 医学部サッカー部 33 15 48 11 医学部バレーボール部 24 25 49
2 医水野球部 18 6 24 12 医学部卓球部 28 24 52
3 医学部陸上競技部 25 21 46 13 医学部剣道部 11 6 17
4 医学部ゴルフ部 35 24 59 14 医学部弓道部 24 36 60
5 医学部ラグビー部 14 15 29 15 医学部空手道部 16 18 34
6 医学部ハンドボール部 24 19 43 16 合氣道部 6 9 15
7 医学部ソフトテニス部 19 19 38 17 医学部競技スキー部 15 15 30
8 医学部硬式庭球部 31 18 49 18 医学部水泳部 7 15 22
9 医学部バスケットボール部 18 15 33 19 医学部山岳部 30 17 47
10 医学部バドミントン部 30 24 54 合計（体育系・医学部）　19 408 341 749
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●文化系・全学
クラブ名 男 女 計 クラブ名 男 女 計

1 管弦楽団 10 36 46 30 Meiku ［メイク（地域おこし）］ 1 6 7
2 吹奏楽団 14 46 60 31 つくしんぼサークル（子供ボランティア） 34 24 58
3 ギターマンドリンクラブ 16 15 31 32 mil-poa（手芸サークル） 9 64 73
4 邦楽部 2 7 9 33 カフェ・サークル　Le　Lien 1 16 17
5 室内楽団 1 4 5 34 Bio Record （標本作製サークル） 64 40 104
6 写真部 30 18 48 35 計算研究会 15 4 19
7 合唱団 11 20 31 36 トラッパーズ 7 0 7
8 軽音楽部 3 4 7 37 aquri-M 4 1 5
9 ピアノ同好会　KLUB KLAVIER 78 62 140 38 三重創生ファンタジスタクラブ 13 0 13
10 表千家茶道部 24 17 41 39 忍者部 22 30 52
11 裏千家茶道部 4 10 14 40 ESD-SDGS 17 13 30
12 TRPG同好会 2 12 14 41 DOT 3 5 8
13 創作活動サークル　リカゲル 24 13 37 42 競技かるたサークル 9 9 18
14 囲碁・将棋部 18 21 39 43 YouTube サークル -ぽ nds- 7 23 30
15 HELLO FM!! 26 2 28 44 オカルト研究部 11 6 17
16 献血推進サークル“ヴァンパイア” 13 6 19 45 法学研究会 10 1 11
17 エレクトーンサークル23-tow･three- 3 16 19 46 コスメサークル　ROUGE 0 15 15
18 万葉旅行の会 4 8 12 47 魚食サークルMarisco 12 10 22
19 音楽サークルB b　 5 4 9 48 学生団体 FORTUNE 16 16 32
20 かめっぷり 48 18 66 49 教職サークル『ぼーろ』 1 7 8
21 劇団アディスト（演劇） 18 17 35 50 バーチャルキャンパス（MUVC） 54 19 73
22 ねこサークル 10 24 34 51 Internationai  Group 22 28 50
23 天文サークル　SOLA 24 27 51 52 Organicrops 10 1 11
24 BBS （教育ボランティア） 39 38 77 53 書道サークル 2 11 13
25 ぶるさぁ。（アンザンブルサークル） 2 32 34 54 イリュージョン（ポケモンサークル） 5 0 5
26 Pioneer（アカペラ） 36 38 74 55新規 お茶サークル 0 3 3
27 アンビシャスカード（マジック） 20 29 49 56新規 KEEP OUT（世界のお祭り） 6 14 20
28 食農サークル　農らく 26 12 38 57新規 ぬいぐるみサークル・ぬいゆるり 0 6 6
29 てらこや（国際交流サークル） 2 2 4 合計（文化系・全学）　57 868 930 1798

●文化系・医学部
クラブ名 男 女 計 クラブ名 男 女 計

1 東洋医学研究会 11 18 29 8 小児科訪問ボランティアサークルぞくよん 6 28 34
2 医学部軽音楽部 16 23 39 9 MUSH （Mie University Students Helper） 7 12 19
3 Session サークル BAG 27 25 52 10 JAZZ BAR 4 2 6
4 きゅうめい部 25 34 59 11 すずみえ（慢性 痛・多職種連携勉強会） 5 4 9
5 U-Cam 2 9 11 12 しまうま 5 4 9
6 よき医療者をめざす学生研究会 33 18 51
7 MIE-project 6 11 17 合計（文化系・医学部）　　13 147 188 335

令和 5年度クラブ・サークル数　141
男 女 計
2689 2084 4773
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Ⅴ 学生相談センター
令和 5年度　学生相談センター　活動報告

1 相談・援助活動

（1）各学部・研究科学務担当者向けアンケートの実施
昨年度、大学HP「在学生向けページ」において「各学部の相談窓口」というバナー設置するにいたった（昨
年度報告書参照）が、これに伴い、各学部窓口での相談対応の実際についての確認を行うために、各学部・研
究科の学務担当者向けに「窓口での学生対応業務に関するアンケート」を実施することとした。その結果、そ
れぞれの学部の事情を背景とした特徴的な回答内容が見られること、学部学務業務の負担軽減という観点から
も検討すべき点があることなどが明らかとなった（別紙参照）。なお、本調査結果については、学生総合支援機
構運営会議、および学生委員会の中でも報告、共有された。

（2）学生対応・学生相談に関する座談会（相談会）の実施
上記（1）のアンケート結果を分析したところ、『対応困難な学生に苦慮している』『定期的に（学生なんでも
相談室と）教職員とが顔合わせできるような機会を設けて欲しい』などの意見が見られた。これを受け、各学
部・研究科の学務担当事務職員を対象に、対応困難事例へのより良い対応方法の検討を目的とした「学生対応・
学生相談に関する座談会（相談会）」企画を実施することとした。また、各学部所属教員に対しても、本企画の
紹介と希望があれば同席いただける旨お伝えいただくよう依頼し、広く学生相談に関心を持っていただく機会
としても活用することとした。
当日は 19 名（うち事務職員（学務）11 名、教員 8名）の参加があった。検討事例については、2学部の学
務からそれぞれ 1事例ずつの提示があり、この 2事例に基づいて、参加者が 4～ 5名程度のグループに分かれ
て活発に質問や議論を行った。本会を実施することで、各部局学務担当、教員と相談室との関係作りが期待で
きることから、来年度以降も開催する方向で調整していきたいと考えている。

参加者内訳

事務職員 教員 合計
人文学部 2 0 2
教育学部 1 1 2
医学部 2 5 7
工学部 1 0 1
生物資源学部 2 1 3
地域イノベ 2 0 2
共通教育 1 1 2

合計 11 8 19
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（3）来談者に関する統計　（令和 5年 3月末日現在）

新規相談受付

案内
Co. による
継続面接

その他の
継続対応

総計
教育 心理 進路 生活 その他 合計

4月 4 3 1 2 0 10（8.2） 86（120.2）29（15.6） 41（35.4） 166（179.45）
5月 4 6 4 0 0 14（12.8） 70（55.8） 30（22.4） 39（41.0） 153（132.0）
6月 5 3 1 3 1 13（11.6） 49（41.4） 36（30.4） 70（36.8） 168（120.2）
7月 3 5 1 2 0 11（10.8） 48（36.2） 35（30.4） 66（42.8） 160（120.2）
8月 2 3 0 0 0 5（8.4） 35（33.0） 29（14.6） 34（30.6） 103（86.6）
9月 2 6 1 0 0 9（9.6） 47（40.8） 33（24.8） 38（50.8） 127（126.0）
10月 4 2 1 1 0 8（7.8） 40（40.0） 41（27.8） 51（36.8） 140（112.4）
11月 3 3 0 0 0 6（11.8） 28（34.0） 28（28.4） 38（41.2） 100（115.4）
12月 6 5 1 1 0 13（10.6） 45（29.8） 30（25.6） 35（38.6） 123（104.6）
1月 1 5 2 0 0 8（9.2） 37（45.2） 29（30.2） 36（58.2） 110（142.8）
2月 3 7 0 0 0 10（5.0） 33（25.0） 29（25.2） 29（41.0） 101（96.2）
3月 4 4 1 0 0 9（6.8） 39（33.6） 16（26.2） 25（45.0） 89（110.4）
合計 41 52 13 9 1 116（112.6）557（534.4）365（301.6）502（498.8）1540（1447.0）

※数字はいずれも延べ人数を示す。
※「Co.」は心理カウンセラーを指す。
※「新規相談受付」件数の「その他」は、心理テスト・箱庭療法体験、分類困難な相談等の総数を示す。
※「案内」は事務的な案内や比較的軽微な相談等、およびピアサポーターによる相談対応件数の総数を示す。
※「その他の継続対応」は、主にCo. による担当事例に関する面接室外のケースワーク活動等の総数を示す。
※カッコ内は、当該項目の直近 5年間における平均値を示す。

【今年度の相談活動について】
総計（1540 件）は、過去 5年間の平均値より 100 件近く多かった。特にコロナ禍（R2、R3 年度）以降、
総計の数値は高く推移しており、引き続き同様の傾向がみられているものと考える。
「新規相談受付」数は、直近 5年間の平均値よりやや高い数値であった。最高値であった一昨年度（134 件）
までには至らなかったが、月毎に見てみると、ほとんどの月で直近 5年間の傾向に近い形で新規の対応ができ
ていることも分かる。ただ、長期休暇中や長期休暇明けのあたりの数字がやや減少する傾向にあるようなので、
もう少しこの時期を狙った広報を意識してみたい。
「案内」（557 件）も、過去 5年間の平均値と比べやや多く見られた。こちらも、コロナ禍以降は特に高い数
値を示す傾向が続いており、軽微な相談、質問にも応じてもらえるという「なんでも相談室」としての機能が
学生らの中で定着しつつあるものと考える。
「Coによる継続面接」については、直近 5年間の平均値より高い数値であった。心理相談が昨年度より増え
た影響が大きいものと考える。なお、同指標については、コロナ禍で一時期数字が減少していたが、一昨年度
以降少しずつ増加傾向に転じるようになった（一昨年度 263 件 → 昨年度 312 件）。“ポストコロナ ”の中で、
学生らからは「カウンセリングルーム」としての面も今後さらに期待されていくであろうと考える。

（3）ピアサポーターによる活動
＊「新入生なんでも相談会」【4月】
【活動内容】
　主に新入生を対象とした相談活動。履修相談から大学生活の悩みまで幅広い相談に “なんでも ”対応す
る企画である。今回は、対面相談活動と SNSを通じた相談活動の両体制で行った。ただ、共通教育におい
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てカリキュラムに大きな変更があったことに伴い、各学部でかなり丁寧なガイダンスが行われていた模様
で、利用者も例年より少なめ（昨年度は 95名）であった。
【メンバーの関与】
　合計延べ 10名程度参加。
【企画参加者】
　4/6（木）28件。4/7（金）8件。4/10（月）6件。SNS（twitter）2 件。計 44件。

＊「学内のお散歩コースを歩こう」「たこ焼きパーティー」【4月】
「お好み焼きを食べよう」【5月】 
【活動内容】
　いずれも、主に新入生どうしの交流や大学生活への適応促進を目的とした企画であった。「学内のお散歩
コースを歩こう」は、学内に設定されているトリムトレイルのコースを、道中に見られる様々な建物や施
設を説明しながら新入生とともに散策するという内容であった。「たこ焼きパーティー」「お好み焼きを食
べよう」は、いずれもピアサポートルーム内でホットプレートを囲んで、一緒に調理をしながら交流を図
ろうという内容であった。
【メンバーの関与】
　（お散歩コースを歩こう）コース下見を含め延べ 7名が参加。
　（たこ焼きパーティー）10名が参加。　（お好み焼きを食べよう）5名が参加。
【参加者】
　（お散歩コースを歩こう）5名。　（たこ焼きパーティー）5名。
　（お好み焼きを食べよう）5名。

＊YouTube ライブによる「ピアサポスタディ LIVE」の配信【7月】
【活動内容】
　前期の期末テストについて、テスト勉強や課題に取り組むモチベーションの向上、それらについての情
報共有の場とすることを目的に、ピアサポートルームでメンバーが勉強している様子を配信し、画面越し
で参加者も一緒に勉強に取り組む（コメント欄にて質問や相談も受け付ける）という活動を展開した。
【メンバーの関与】
　合計で 8名程度参加。
【参加者】
　数名程度。

＊ぴあのわ（全国大学ピアサポーター合同研修会）への参加【11月】
【活動内容】
　11月 4・5日に、「全国大学ピアサポーター合同研修会　ぴあのわ 2023 in 北海道」（幹事校：北星学園
大学）が開催された。初日は「分科会」「ワークショップ」「各校の活動紹介（ポスターセッション）」「交流会」、
2日目は「全体会（講演等）」が行われた。
【メンバーの関与】
　メンバー 5人が参加した。
【参加者】
　「ぴあのわ」には、本学を除くと、主催校の北星学園大学をはじめ、東京大学・東京工業大学・東京医科
歯科大学、愛媛大学、京都大学、高知工科大学、神戸学院大学、神戸親和女子大学、筑波大学、札幌学院
大学、札幌国際大学、東北工業大学、北海道大学、北見工業大学、名古屋大学、追手門学院大学、大阪大学、
大阪経済大学、長崎大学、人間環境大学、明治学院大学の各ピアサポーターと教職員らが参加した。

その他、以下のような活動も行った。
＊CPS/SA 資格取得に関する広報（キャリア系授業の中で）【4月】
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＊ボードゲーム交流会【5月】
＊ 三重大学インターナショナルグループ（留学生支援団体）とのコラボ企画「Let’s take a walk in Tsu city」【7
月】

＊名古屋大学ピアサポート団体（学サポ、air）との交流【9月】
＊アカデミックフェア 2022 におけるポスター発表（活動紹介）及び全体の進行役の担当【11月】
＊「ボードゲームカフェ」の開催【1月】
＊年間 32回（3月 22 日現在）のランチミーティング

2 教育・広報活動

（1）教育活動
授業の担当（いずれも鈴木によるもの）　
教養教育　　　前期　　「ピアサポート実践」※副担当に風間惇希講師（障害学生支援センター）
教養教育　　　後期　　「こころのサポート」
教養教育　　　後期　　「学生生活支援実践」
教養教育　　　後期　　「ピアサポート実践」※主担当は風間惇希講師（障害学生支援センター）

（2）広報活動
①教職員研修（FD・SD）
・生物資源学部資源循環学専攻森林資源環境学講座　ミニレクチャー
　　「発達障害のある学生の主な特徴」
　　　　　　　　　　　　　 鈴木が講師を担当【令和 5年 7月 19 日】

②広報
・大学ホームページを用いたピアサポート活動に関する広報
・ユニパ（全学配信メール）を活用した学生に対する相談室広報

3 研究・研修・講演・地域連携

（1）研究
・日本学生相談学会第 41回大会　研究発表の部において鈴木が座長を担当。
 【令和 5年 5月 14 日 -15 日：昭和女子大学】

（2）研修（および学生相談に関する情報収集）
・第 61回全国学生相談研修会（主催：日本学生相談学会）に鈴木が講師として参加。
 【令和 5年 11 月 10 日：オンライン、18-19 日：新宿NSビル】

・ 日本ブリーフサイコセラピー学会　2023 年度ブリーフサイコセラピーセミナー「（4）ポリヴェーガル理
論をブリーフセラピー的に活かす」に鈴木が参加。 【令和 5年 11 月 26 日：オンライン】

（3）講演・地域連携
・三重県立看護大学　ハラスメント防止等に係る研修会（学生対象）を鈴木が担当　　
テーマ「大学生とハラスメント」 【令和 5年 4月 5日】
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令和5年度　学生相談センター　スタッフ
センター長　　長屋　祐一　　（教育（学生総合支援）担当学長補佐：生物資源学部 准教授）
副センター長　鈴木　英一郎　（学生総合支援機構 講師）
兼任教員　　　福禄　恵子　　（医学部 教授）
　　　　　　　宮﨑　多惠子　（生物資源学部 准教授）
カウンセラー　藤川　和　　　（非常勤）
　　　　　　　髙﨑　順子　　（非常勤）　※ 6月まで
　　　　　　　近藤　有加里　（非常勤）　※ 7月から
　　　　　　　藤野　京華　　（非常勤）
　　　　　　　林　真寿美　　（非常勤）
インテーカー　浮田　めぐみ　（事務補佐員）
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窓口での学生対応業務に関するアンケート　回答結果まとめ

①窓口での学生対応の範囲（相談内容の幅と量）
「窓口での学生対応業務について、貴チームでは以下のような内容は（学生対応業務全体の中で）どの
程度扱っておられますか？」

【授業や履修のこと】　
「かなり多い」…5学部　　「時々ある」…2学部　　「少ない」「ほとんどない」…該当なし

【教員とのトラブル】
「かなり多い」…該当なし　　「時々ある」…2学部　　「少ない」…3学部　　「ほとんどない」…2学部

【進路・就職】
「かなり多い」…該当なし　　「時々ある」…1学部　　「少ない」…4学部　　「ほとんどない」…2学部

【課外活動】
「かなり多い」…1学部　　「時々ある」…1学部　　「少ない」…4学部　　「ほとんどない」…1学部

【大学外での生活に関すること】
「かなり多い」…該当なし　　「時々ある」…3学部　　「少ない」…3学部　　「ほとんどない」…1学部

【心理的不調】
「かなり多い」…該当なし　　「時々ある」…2学部　　「少ない」…4学部　　「ほとんどない」…1学部

※その他（学部から「特徴的な内容」として挙げられた意見）
・ 「授業や履修など修学に関すること」は、年度初めは履修申告に関する質問・相談がかなり多くある。
その後は、教育的インターンシップの認定手続きに関すること（要件や提出書類等）が多い印象で、履修や
単位修得に関することが次点となる印象。
・ 「日常に関すること」は、落とし物・自転車登録申請の問い合わせがほとんど。
・ 「進路、就職に関すること」は、休学や退学の相談が主であり、就職に関する相談はほとんどない。
・ 教員免許に関する問い合わせが多い。また、それに伴う証明書に関する質問（電話等）や窓口対応も多い。
・ 窓口に来ず、メールや電話で問い合わせを受けることが多い。
・ 学生本人からではなく、学生に関することで、教員や実習先機関、親などからの電話相談が多い。
・ 大学院においては、ほとんどの学生が社会人であり、学務課職員の勤務時間中は学生も勤務中であるため、メー
ルでの問い合わせが多い。
・ 学生が関係している懲戒案件が他学部より多い傾向にある。
・ 留学生対応各種、生物資源活動タイムでの対応
・ TAに関する質問等を受けることが時々あります。
・ 入試に関する質問を受けることが時々あります。
・ 休学や長期履修に関する質問を受けることが時々あります。
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②業務全般における学生対応業務のエフォート
「「貴チーム（学務担当）で担当されている全ての業務を100％とした場合、そのうち窓口での学生対応
業務にかかるエネルギーの割合（％）はどのくらいでしょうか？またその理想的な割合はありますか？」

【学生対応業務にかかるエネルギーの割合（現状）】
5％から 80％までの数値で回答があり、学部によってばらつきがあった。また、時期や業務内容によってエ
ネルギーの割合が変化する旨の回答もあった。

例） 4 ～ 5月初旬は、履修登録や授業に関する質問が多く「50％」（「80％」という学部もあった）。 
11 月から 3月は、卒業論文や休学の相談以外はあまり対応はなく「5％」。 
教員や保護者対応を含めると、エネルギーの割合が高くなる。など

【理想的な割合】
「現状維持」、「意見なし」とする回答が多かった。
その他主な意見として、
・ 業務にさけるリソースが減っている中では、本当に窓口対応を必要とする学生への対応だけで済む形が
理想。
・ 他の業務に専念するため、なるべく窓口業務は少ない方がよい。
・ 問合せが多い内容については、Q&Aを作ってMoodle コース等に掲示し、そちらを確認するよう促す。
・ 気軽に分からないことを質問しに来ることができる現行の雰囲気は、今後も継続していきたい。
・ 4 月当初の共通教育における学生対応にかかるエフォートは、各学部における新入生ガイダンスの内容
によるところが大きい。

などの回答が見られた。

③学生対応にまつわる苦労
「窓口での学生対応業務に対して、貴チーム全体の雰囲気としてはどのくらい『苦労』と感じておられ
るでしょうか。

自由記述式項目において、以下のような回答があった。
・ 主に年度初めの履修申告に対する一時的な相談増加や、特殊ケースへの個別対応等で苦労を感じています。
・ 体調不良者の対応では、医療機関を受診する場合の送迎の対応では、医療的なことと安全面で不安を感じます。
・ 現状での負担としては、チーム内でなんとか理解・許容できる程度に収まっていると考えています。
・ 学生さんの皆さんからの相談内容が多様かつ複雑になりつつあり、懇切丁寧な対応が良いのか、学生自身が
考え抜くような自主性を重んじるのか、その目の前にいる学生のことを考えると、どこまで支援をしてよい
のか迷うときがあります。
・ もともと頭の良い学生たちなので、自分の理論を振りかざし、電話口での対応に 30 分以上拘束されるなど
のことがある。
・ メール等で通知したことを、自分の都合よく解釈したり、へりくつを言って有耶無耶にする学生がいる。
・ 提出物の催促メールに対してリアクションを取らない。
・ 学生からのメール問合せ数も多いため。その場で回答できず、確認・調整が必要な問合せが多いため。
・ 学生対応業務に限ったことではないですが、各部局への対応を平等にすることに苦心しています。各部局の
望む対応をできかねる場合もありますが、ご理解をいただきたいです。
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④全学学生支援組織（学生総合支援機構の各センター）との連携に関する要望 

 自由記述式項目において、以下のような回答があった。
・ 障害学生の人数・相談件数が増えてきており、機構の方も人員が少ない中、対応してくださっているのですが、
部局のスタッフは、障害学生対応の専門家ではなく、また、訴訟なども多い時世であるため、どう対応する
べきか判断しかねることが多いです。部局の障害学生対応をマネジメントし導く役割を担ってくださるとあ
りがたいです。
・ 学生への相談内容の周知内容を再検討いただきたい。（履修相談は除くなど。）インテーカーの精度の向上、
人数の増加などの対応をお願いしたい。
・ 次の⑤とも関連するが、障害学生支援センターと連携して進めている「障害学生の合理的配慮」についての、
各期の授業開始時に授業担当教員へ配慮依頼事項をメールにて依頼しているが、「周知が遅い」とのご意見を
受けることがある。これについては、障害学生支援センター、各部局との連絡も必要となってくるため、授
業開始に間に合わないこともある。そのことについて、全学学生支援組織より関係各位に対し理解をいただ
くよう発信いただけると助かります。（このことにつきましては新教務基幹システム内でも検討している内容
のため、新システムへ移行後には現状よりスムーズに発信できるかと思います。）

⑤学生対応業務について、現在困っていることや改善の必要性を感じていること

自由記述式項目において、以下のような回答があった。
・ 学生の自転車登録の申請・管理について、申請をweb 化する等、省力化を検討してほしい。
（現在の紙での申請だと、書類上のヌケモレが発生しやすく、後からの検索・抽出もしづらく、管理上の負担
が大きいため。）
・ 時間外（17：15 以降）の窓口業務を何時まで行うか（授業は、5コマ目は 17：50 まである）。
・ 雨天時の学生への傘の貸出し、昼食時の箸忘れ、授業時の筆記用具忘れ等、どこまで学務が担当しないとい
けないのか、対応の基準がなく判断に迷う窓口対応業務がある（サービスで対応してもよいのかしなくても
よいのか）。
・ HP で質問したいことを、「キーワード検索」や「チャット質問」ができれば便利になると思う（例：「先生
の連絡」、「印刷できる場所」、「自転車乗入れ」、「教室借用」等）。現行のHP検索では、キーワード検索をし
ても、必要な情報にたどり着けないことが多い。
・ ひょっとすると既にあるのかもしれませんが、学生便覧 8頁のような、もう少し担当内容を詳細にした各担
当窓口の連絡先一覧があればありがたいとの意見がありました。経験が浅い人でもこの表を見れば、学生に
適切な相談先を案内できるようなものをイメージしています。もしそのような表があれば、電話交換にも渡
しておけば、転送ミスも防げるように思えますがいかがでしょうか。
・ 専門知識のある教職員がいないため、「心理的 /精神的な不調に関すること」など、対応に困難さを感じる。
・ 初対面では相談しづらいため、定期的に、教職員との顔合わせの場を設けていただけると、連携が取りやす
くなると思われる。
・ 学部所属の教員より共通教育の単位について、卒業に必要な単位が揃っているかが分からないため確認して
欲しいと依頼があることがある。卒業に必要な単位等の確認・指導については学生の所属する各部局におい
て管理いただきたい。
・ 新カリキュラム移行に伴い開始した副専攻制度や、環境に関する科目の新設等共通教育の在り方が変わって
きておりますので、各部局におかれましてはより一層共通教育へのご理解を深めていただけると助かります。
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Ⅵ 障害学生支援センター
令和 5年度　障害学生支援センター活動報告

1 障害等のある学生に関する相談支援

表 1に令和 5年度の障害等のある学生に関する相談件数及び対応人数を示した。相談件数は 547 件であり、
延べ人数は 891 名、実人数は 216 名であった。そのうち、教職員からの相談件数は 271 件、延べ人数は 443 名、
実人数は 98名であった。障害等のある学生の延べ人数は 303 名、実人数は 75名であった。

表1    令和 5年度 障害のある学生に関する相談件数及び対応人数
相談対応件数 相談者延人数 相談者実人数
学生 教職員 その他 学生 教職員 その他 学生 教職員 その他

4月 102 61 43 38 171 61 71 39 66 22 27 17
5 月 39 14 21 10 60 14 36 10 37 10 23 4
6 月 45 13 31 14 74 13 47 14 29 5 18 6
7 月 35 16 18 6 54 16 32 6 28 10 15 3
8 月 18 9 5 6 19 9 5 5 14 6 4 4
9 月 55 36 26 15 88 36 37 15 40 17 16 7
10 月 43 23 20 2 65 23 40 2 34 7 25 2
11 月 33 22 16 4 46 22 20 4 21 9 10 2
12 月 29 19 21 6 55 19 30 6 23 8 13 2
1 月 32 18 13 5 38 18 14 6 23 8 11 4
2 月 34 18 20 4 50 18 27 5 22 8 10 4
3 月 82 54 37 31 171 54 84 33 65 25 24 16
合計 547 303 271 141 891 303 443 145 ※ 216 ※ 75 ※ 98 ※ 43
※実人数は、令和 5年度の年間実人数であり、合計で示さない。
※学生：障害のある可能性を考慮しながら対応している学生を含む。
※その他：保護者、学外機関担当者

2 三重大学における障害学生支援の機能強化・拡充

・ 学内外の連携強化や障害学生支援に関する理解啓発のため、障害学生支援に係る e-Learning を実施し、教職
員の参加率は評価指標である 80％を超えた（84.0%）。
・ 京都大学学生総合支援機構障害学生支援部門准教授の村田淳先生を招聘し、「合理的配慮を実施するにあたっ
てのポイント」というテーマで障害学生支援セミナー2023を開催した。セミナーの参加者は53名（学内49名、
学外 4名）であった。セミナー後には、第 4回障害学生支援調整会議に村田先生にもご出席いただき、事例
報告に対するコメントや各学部の課題等に関する助言を頂いた。（11月 13 日）
・ ATライブラリーに係る各種支援ツールの整備を行い、支援ツール一覧冊子の作成やホームページの改修等を
行った。
・ 次年度より運用を予定している多目的スペース（障害のある学生等が学習や休憩、交流等を行うことのでき
る部屋）の整備を行った。
・ 障害学生支援センターと各部局選出の監督者及び学務担当係長等によって構成される「障害学生支援調整会
議」を 5回実施した。全学の支援状況に関する情報交換をはじめ、合理的配慮の実施状況に関するモニタリ
ング調査の結果報告および事例の蓄積を行った。
・ 『国立大学法人三重大学における障害を理由とする差別の解消の推進に関する規程』及び『三重大学における
障害を理由とする差別に関する紛争解決委員会規程』、『三重大学における障害を理由とする差別の解消に関
する第三者委員会規程』に則り、「三重大学における障害を理由とする差別の解消に関する第三者委員会」を
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開催した。三重大学における障害学生支援体制について情報共有をした後、委員会運営方法等についての協
議を行った。（2月 27 日）

3 学内関係部局および外部関係機関等との情報交換の推進

・ 東海地区にある国公私立大学の障害学生支援担当者が集う「第 11 回東海地区障害学生支援フォーラム大会
in 桜花学園大学」に参加した。（9月 2日）
・ 人文学部の FD講演会にて、「障害学生支援の基礎知識とQ&A－合理的配慮の理解を中心に―」というテー
マで研修を行った。（9月 13 日）
・ 高田短期大学のFD・SD研修会にて、「大学における障害学生支援について」というテーマで研修を行った。（9
月 5日）
・ 四日市看護医療大学のハラスメント対策研修会にて、「障害学生支援の基礎知識」というテーマで研修を行っ
た。（3月 15 日）
・ 障害学生支援センター、キャリアセンター、学生相談センター、ハローワーク津、三重県自閉症・発達障害
支援センター、三重県障害者職業センター、若者就業サポートステーションみえの担当者が参加する「障害
のある学生の就職支援に関する連携会議」を 2回実施し、障害のある学生の就労支援に関する現状共有及び
支援に関する意見交換を行った。（9月 26 日、2月 1日）
・ アクセシビリティリーダー育成協議会の第 57～ 60 回総会が開催され、今年度のアクセシビリティリーダー
育成プログラムに関する検討や参画する各大学等の支援状況に関する意見交換を行った。（6月 16 日、9月
22 日、12月 22 日、3月 6日）

4 ACS学生委員会に所属する学生サポーターの支援技能を養成

・ 共通教育科目「現代社会理解実践 2（障害学生支援実践）」の授業を開講した。受講者は 35名であった。
・ ACS 学生委員会を組織し、10名の学生が委員会活動に参加した。
・ ACS 学生委員会や障害支援に関する情報を発信する壁新聞企画「ACS のねえ知ってる？」の第 6号（7月）
を作成、発行した。
・ 学生が悩み等をノートに書き込み、ACS 学生委員会のサポーター学生がその投稿に答えていく企画「お便り
ノート」を実施した。今年度より、これまでの設置場所であった総合研究棟Ⅱ 1階に加え、図書館 1階エン
トランスに机を設置し、企画運営を行った。
・ 障害支援に関する知識習得を目的として、アクセシビリティリーダー育成協議会が提供するアクセシビリティ
リーダー育成プログラムのオンライン講座を受講した。

5 その他

・ 障害学生支援センター教員が、東海地区障害学生支援フォーラムの役員として運営に携わった。今年度本学
で開催された「東海地区障害学生支援フォーラム第 11回大会 in 桜花学園大学」の企画検討や、各大学での
支援状況及び課題に関する意見交換を行った。
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Ⅶ SA（スチューデント・アシスタント）
SA（スチューデント・アシスタント）の

取り組みをふりかえって
- SAとして活躍する先輩から学ぶ -

SA（Student Assistant）の取り組みとは、スチューデント・アシスタント資格を取得した学生を活用する学
生支援施策である。本学では、仲間が仲間を支援するというこの相互支援の取り組みの本質は、“大学という
一つの社会の中で様々な体験をすることは自身のキャリア（生き方）に寄与する ”という観点から「キャリア・
ピアサポーター」と呼称し、学生個々人のその人らしさを活かした、ピア（仲間）を支援することを推進している。
キャリア・ピアサポーターには、キャリア・ピアサポート（CPS）資格とスチューデント・アシスタント（SA）
資格が設けられている。学生が支援に関連する様々な知識・技能・態度を高めることのできる講義・演習を一
定数受講し、研修を受講することで、これらの資格を取得できるという資格教育プログラムが設置されている。
SA 資格を取得するまでに、学生は、他者に対する学生支援（ファシリテーション）を実践的に学ぶ講義・演
習科目（学習支援実践等）を必修科目として、単位取得しなくてはならない。更に SAとなる学生の力量を保
証するため、e-leaning 研修の受講及びグループワークへの参加・面談を経て認定される。SAとして、ただの
授業準備や配布物の配布補助ではなく、受講生のグループディスカッションへの参加を促すファシリテーショ
ンや、受講生の学びをより深めるための支援が望まれている。本学では、教職員ではなく、学生同士、先輩だ
からこそできる学習支援、学生支援を目指しているのである。
学習支援実践という授業科目は、他者に対する学習支援実践を学びながら、先輩 SAの学習支援やサポート
を受けるという構造になっている。先輩 SAからの学習支援やサポートを受けながらも、その支援の方法や内
容等をモデルとして学ぶことができるのである。
令和 5年度は、学内の先生方のご理解のもと 8科目で SA20 名を活用した授業が行われた。総勢 20名の SA
を活用することによる授業等の受講生への効果、さらには SA自身への効果を先生方が感じてくださっている
ことを願いたい。

●Table1　令和 5年度SA採用者及びSA活用授業等
期間 授業名 学部 学年 人数

前　

期

こころのサポート

学習支援実践

ピアサポート実践
ビジネスキャリア入門
キャリア教育入門

人文学部
人文学部
人文学部
人文学部
工学部
人文学部
人文学部

3年
4年
3年
4年
3年
3年
3年

1名
1名
1名
1名
2名
1名
2名

後　

期

障害学生支援実践
ピアサポート実践

学生生活支援実践
こころのサポート

ビジネスキャリア入門
留学生支援実践
キャリア教育入門

人文学部
人文学部
人文学部
人文学部
人文学部
工学部
人文学部
人文学部
人文学部
教育学部

3年
4年
3年
3年
3年
3年
3年
3年
3年
3年

1名
1名
1名
2名
1名
1名
1名
1名
1名
1名

合計　20名
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STEP ❶

『キャリア・ピアサポート（CPS）資格』取得者は

キャリア・ピアサポート資格を知る

STEP ❷ 資格取得の事前申請をする

STEP ❸ 所定の科目を履修・研修を受ける

資格事前申請方法

必修科目
認定された方に資格認定証を授与！
資格認定者の発表は、前期末申請については10月上旬、
後期末認定については次年度4月上旬を予定しています。

履歴書に書ける資格です。
資格を取得し、活動した話は就職活動の面接でも

活かすことができます！
研　　修

資格取得のためには、下記必須科目の履修と研修を受ける必要があります。

裏面も要チェック

資格取得ガイド
キャリア・ピアサポート（CPS）

●
●
●
●

三重大学では「学生自身の活動を通じた学生支援」を積極的に奨励する「キャリア・ピアサポーター」養成のため、所定の科
目を履修し、研修を受けた学生に対して、学内資格である『キャリア・ピアサポート（CPS）資格』を認定しています。

Moodle『キャリア・ピアサポート資格取得コース（2023年度）』のコース登録が必要になります。
※コース登録された場合、資格申請の為に、成績及び単位取得状況について確認されることに同意
　したとみなさせていただきます。

といった三重大学の活性化にもつながる様々な活動に参加することができます！
また、自ら行動する力が身につき、学部・学年を越えた仲間と出会うきっかけになります！
皆さんの申請、お待ちしております！

学生生活についての相談活動
学生同士の交流、大学活性化又はキャリア支援を目的としたイベントの企画実施
就学支援活動の企画実施
学内機関又は学生団体とのコラボレーションの企画実施

2023年度
入学者用

コース登録はこちら

①e-learning受講（30分）＋確認テスト
②グループワーク（90分程度）に参加・発表

●キャリア教育入門

全学生

CPS資格取得者
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キャリア・ピアサポート（CPS）資格を取得した学生は

資格取得のためには、下記必須科目の履修と研修を受ける必要があります。

右記から
1科目以上取得   

●学生支援実践
●学生生活支援実践
●ピアサポート実践

スチューデント・アシスタント資格取得者にも

資格認定証を授与します！

三重大学学生支援機構
キャリアセンター（キャリア支援チーム）

TEL  059-231-5396
E-mail  syusyoku-ce＠ab.mie-u.ac.jp
https://www.mie-u.ac.jp/life/career/students/cps.html総合研究棟Ⅱ 1階　開室時間：平日8：30～17：15

スチューデント・アシスタント（SA）資格
に挑戦できます！  

資格取得を通して社会人としての「実践力」を身につけよう！

そして、あなた自身の「実践力」を伸ばしていきませんか。

あなたも、「キャリア・ピアサポート（CPS）資格」「スチューデント・アシスタント（SA）資格」を取得して、
一緒に三重大学を盛り上げていきませんか。

※ これらの活動は、学内における様々なピアサポート団体によって行われている活動の一例です。

CPS資格

選択科目

①e-learning受講(30分)＋確認テスト
②グループワーク(90分程度)に参加・発表
③担当者による面談

研　　修

　大学までの勉強では知識の獲得が最も重視されますが、実際に社会に出てみれば、知識量だけでなく、獲得し
た知識に基づいた実践のための応用力が求められるようになります。しかしながら、こうした能力を身につけるために
は、ただ漫然と授業を受けるだけではなく、学生時代に様々な取り組みに主体的に参加することで、経験を通して積
み重ねていかなければなりません。三重大学では、「生きる力」の養成や自身のキャリア形成につながる様々な授業科
目を用意しています。また、所定の科目を履修し、研修を受けた学生に対しては、「キャリア・ピアサポート（CPS）資格」、
および「スチューデント・アシスタント（SA）資格」を認定します。
　「キャリア・ピアサポート（CPS）資格」を取得した学生は、学生が同じ学生を横の関係で支援する「なんでも相談活動」
や、各種修学（授業）支援、アカデミックフェアやキャリアイベントといった各種イベント企画、また「スチューデント・
アシスタント（SA）資格」を取得した学生は、授業補助等で教員・学生のサポート役を担うなど、三重大学の活性化に
もつながる様々な活動に参加してもらうことで、その力を発揮することができます。※ さらには、こうして学内の様々な
現場を「職場」として体験することを通して、就職活動に不可欠な“対人関係能力”や“コミュニケーション能力”といっ
た能力を身につけていくこともできるでしょう。

SPECIAL
STEP!!

こんなことにチャレンジできます！

SA
（Student Assistant）

実戦形式のキャリア科目などにおいて、教員の授業補助や、
受講している学生のサポート業務を担当できる！

グループ活動を
どうやって進めていけば

よいかを学べ、就職してからも
役立つ力が養える！

キャリア支援チームは
保健管理センターの
近くだよ！
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Ⅷ 学生総合支援機構主催行事
学生支援サミット 2023
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三重大学学生総合支援機構
ホームページ

http://www.mie-u.ac.jp/life/ 

三重大学life click

国立大学法人 三重大学
問い合わせ先／学生総合支援機構問い合合わせ先／学生学学学 機構合合支援支援支支 機生総合総合
〒514-8507 津市栗真町屋町15778508507 津市栗真市津市栗真町屋町真町4 8

TEL：059-231-9679


